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1. 概要 

本セッションでは、原子炉等規制法に基づく核燃料物質の使用に関する規制内容、核燃料物質の使用者

に対して実施した立入検査結果、本年 4月 14 日に公布された原子炉等規制法の改正内容等について紹介す

る。 

また、本年 6 月に発生した国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター（北地区）

燃料研究棟における核燃料物質の飛散による作業員の内部被ばく事故からのこれまでに明らかとなった教

訓等について紹介する。 

①核燃料物質の使用に関する規制については、法令に基づく核燃料物質の定義及び規制値、核燃料物質

の使用の許可を受けている施設の概要、核燃料物質の使用に係る規制の概要、平成 23 年に発生した東

京電力福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、平成 25 年 12 月に施行された「使用施設等の位置、構

造及び設備の基準に関する規則」（新規制基準）の概要、核燃料物質使用者の法令に基づく手続きの不

備事例等について紹介する。 

②昨年度（平成 28 年度）から実施している核燃料物質の使用者に対して実施した立入検査結果について、

これまで判明した問題点を紹介する。 

③核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律等の一部を改正する法律（平成 29 年 4 月 14

日公布）の一部（第 1 条関係）が、平成 29 年 7 月 10 日に施行されるとともに、核燃料物質の使用等

に関する規則の一部改正についても同日付けで施行されたので、その内容等について紹介する。 

 ④国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター（北地区）燃料研究棟における核燃

料物質の飛散による作業員の内部被ばく事故については、立入検査で確認した結果及び教訓について

これまで明らかとなった内容を紹介する。 

本日、紹介した内容をきっかけに、核燃料物質の使用者として、今後の使用施設等の保守管理について、

やるべきこと、気をつけなければならないことは何かを考え、その維持向上を確実に行っていただきたい。 
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